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２．実施状況

３．総合診断
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1．事業の概要
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小牧市内の自然環境を保全するため、水生生物調査や自然環境学習講座による環境教育の実施や、小牧市自然環境観
察人による兒の森定期観察会等を通して環境保全の大切さを市民に啓発する。

●実施している自然環境学習講座　（　）内は対象者
・水生生物調査（小学生）
・児童クラブにおける自然環境学習講座（小学生）
・環境フェアにおけるブース出展（全市民）
・小牧市自然環境観察人による定期観察会（全市民）
・小牧市自然環境観察人研修会（全市民）等
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事務事業名

事業期間

新基本計画
（平成26年～平成30年）

基本施策 04 展開方向 1

予算区分 一般会計

環境保全推進事業

令和２年度以降

款 0303 中大

～

市民生活部

環境対策課

担当部

担当課

04衛生費

1
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４．総合評価
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事業の方向性

事務事業評価による額

・事業拡大の必要性があるものの職員の事務負担を増やせないことから、一部事業の委託等を検
討する必要がある。
・興味のない一般市民の観察会等への参加を増やすことは困難なことから、小中学生の授業に
　おいて自然に興味を持つ機会を設けて、自然環境への意識啓発を図る。

予算区分

改善点は見られない 改善点が若干見られる 大いに改善すべき

指標の推移
・平成27年度末に自然環境観察人の中核メンバーが脱退したことにより、止む無く活動を縮小した
　が、新たに加入したメンバーを中心に活動を拡大している。
・自然体験活動の参加者数は増加傾向にある。
・自然体験活動の開催数は、上記理由により一時減少したが、その後増加傾向にある。

課題
・日常的に身近な自然に触れる機会が減少していることから、自然体験活動の必要性は高く、事業
　を拡大してきたが、職員の事務負担も増大しており、現在のやり方ではこれ以上事業拡大すること
　は難しい。
・一般募集による自然観察会における参加者は、自然に興味のある市民が多く、あまり興味のない
　市民の参加を増やす必要がある。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの
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